
(1) 第14号 日本スポーツ法学会会報 1999年10月25日

日
　
時：

平
成
十
一
年
七
月
二
十
四

日
（
土
）

場
　
所：
岸
記
念
体
育
館

１
　
一
九
九
九
年
度
日
本
ス
ポ
ー
ツ

法
学
会
三
部
会
合
同
研
究
会
が
七

月
二
四
日
（
土
）（
14：
00
〜
17：

00
）
に
岸
記
念
体
育
館
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
競
技

者
を
巡
る
法
律
問
題
」
で
司
会
は

森
川
貞
夫
会
員
（
日
本
体
育
大
学
）

と
山
田
二
郎
会
員
（
東
海
大
学
）

が
つ
と
め
、
発
表
は
太
田
章
氏

（
早
稲
田
大
学
）
が
「
競
技
者
の
立

場
か
ら
」、
牛
木
素
吉
郎
会
員
（
兵

第
七
回
大
会
開
催
の

お
知
ら
せ

本
年
十
二
月
十
八
日
（
土
）、

新
宿
区
西
早
稲
田
の
早
稲
田
大
学

国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
法
学
会
第
七
回
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
大
会
で
は
、
自

由
研
究
発
表
、
会
務
を
処
理
す
る

た
め
の
定
期
総
会
、「
競
技
者
を

巡
る
法
律
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

も
つ
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

庫
大
学
）
が
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
立
場
か
ら
」、
萩
原
金
美
会
員

（
神
奈
川
大
学
）
が
「
法
学
者
の
立

場
か
ら
」、
実
務
家
の
立
場
か
ら
菅

野
正
二
朗
会
員
（
弁
護
士
）
が

「
競
技
者
の
肖
像
権
」（
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
）
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

２
　
太
田
氏
は
、
日
本
代
表
選
手
選

考
の
不
透
明
性
を
指
摘
し
た
上
で
、

特
に
団
体
ス
ポ
ー
ツ
で
は
監
督
の

権
限
に
選
考
が
左
右
さ
れ
る
こ
と

と
、
大
学
運
動
部
の
暴
力
事
件
は

犯
罪
に
相
当
し
、
ス
パ
ル
タ
的
な

指
導
も
法
律
の
面
か
ら
許
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
。

ま
た
、
体
操
の
新
し
い
技
は
著

作
権
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
、

新
し
い
技
を
め
ぐ
る
ス
パ
イ
行
為

の
事
実
、
監
督
・
コ
ー
チ
に
よ
る

金
銭
横
領
、
大
学
運
動
部
の
縦
社

会
か
ら
生
ず
る
問
題
等
々
に
つ
い

て
特
に
大
学
運
動
部
が
抱
え
る
諸

問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
さ
ら

に
レ
ス
リ
ン
グ
の
ル
ー
ル
そ
の
も

の
に
内
在
す
る
矛
盾
や
予
選
突
破

に
絡
ん
だ
不
正
行
為
に
つ
い
て
も

指
摘
し
た
。
最
後
に
競
技
団
体
が

上
記
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
ル
ー
ル
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

３
　
牛
木
会
員
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

「
独
占
事
業
体
」
的
性
格
、
ア
マ
チ

ュ
ア
リ
ズ
ム
の
残
存
、
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
の
基
盤
と
い
う
視
点
か
ら
、

欧
州
・
中
南
米
の
ク
ラ
ブ
と
サ
ッ

カ
ー
界
で
は
団
体
に
加
盟
し
な
け

れ
ば
競
技
そ
の
も
の
が
不
可
能
で

選
手
に
は
選
択
の
余
地
が
な
い
こ

と
、
日
本
体
育
協
会
の
ア
マ
チ
ュ

ア
規
定
の
問
題
点
は
こ
れ
が
競
技
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日
時：

平
成
十
一
年
六
月
五
日
（
土
）

場
所：

早
稲
田
大
学
人
間
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
分
室

出
席
理
事

濱
野
吉
生
、
小
笠
原
正
、

菅
原
哲
朗
、
永
井
憲
一
、
森
川
貞
夫

委
任
状
提
出
理
事

伊
藤
堯
、
佐
藤

千
春
、
山
田
二
郎
、
中
村
浩
爾
、

奧
島
孝
康
、
萩
原
金
美
、
諏
訪
伸

夫
、
坂
本
重
雄
、
井
上
洋
一

出
席
監
事

池
井
　
優

委
任
状
提
出
監
事

日
野
一
男

議
　
題

一
　
新
入
会
員
に
関
す
る
件

一
九
九
九
年
　
第
二
回

理
事
会
議
事
要
録

者
を
統
制
す
る
手
段
と
し
て
使
わ

れ
た
こ
と
、
ク
ラ
ブ
の
選
手
に
対

す
る
保
有
権
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
た
。

ま
た
、
肖
像
権
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
大
手
代
理
店
に
売
っ
て
選
手

に
は
金
銭
を
渡
さ
ず
に
団
体
の
懐

に
入
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
裁
判
の

問
題
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

プ
ロ
の
選
手
は
請
負
契
約
か
雇
用

契
約
の
ど
ち
ら
に
相
当
す
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
や
、
契
約
の
仕
方

に
つ
い
て
日
本
と
欧
米
と
の
考
え

の
違
い
（〝resign

〞
と
〝fire

〞)

の

違
い
が
紹
介
さ
れ
た
。

４
　
萩
原
会
員
は
、
競
技
者
を
め
ぐ

る
法
律
問
題
は
多
面
的
で
あ
り
、

多
様
性
を
含
ん
で
い
て
、
私
法
的

側
面
、
刑
事
法
的
側
面
、
公
法
的

側
面
と
い
う
３
つ
の
側
面
か
ら
み

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
加
え
て
社
会
法
・
団
体
法

的
側
面
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
は

前
近
代
的
、
非
近
代
的
な
法
律
問

題
と
脱
現
代
的
な
法
律
問
題
が
あ

り
、
国
家
法
中
心
的
・
依
存
的
思

考
が
あ
る
こ
と
、
団
体
の
中
で
紛

争
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
自
主

的
な
法
を
作
ろ
う
と
し
な
い
体
質

が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本

で
は
「
自
治
型
法
と
い
う
名
の
管

理
型
法
」
が
主
流
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
批
判
が
提
示
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
法
的

紛
争
の
正
し
い
解
決
を
図
る
た
め

に
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
自
治
法
が

必
要
だ
と
し
、
自
分
達
が
選
ん
だ

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
す
な
わ
ち
、

「
民
営
ス
ポ
ー
ツ
裁
判
所
に
よ
る
紛

争
解
決
と
具
体
的
法
形
式
」
の
裁

判
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
調
し
た
。

５
　
菅
野
会
員
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
と
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
と
い
う
肖

像
権
の
二
面
性
を
指
摘
し
た
上
で
、

後
者
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
法
の

発
展
過
程
を
具
体
的
に
整
理
し
た
。

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
制
約
は
仕
方
な
い
に
し
て

も
肖
像
権
を
勝
手
に
商
売
と
し
て

利
用
す
る
の
は
お
か
し
い
と
主
張

す
る
権
利
」「
自
分
の
顔
を
自
分
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
」
と
位

置
づ
け
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
映
画

俳
優
と
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を
め
ぐ
る
不
法
行

為
に
対
す
る
差
し
止
め
が
認
め
ら

れ
た
例
を
紹
介
し
た
。

６
　
さ
ら
に
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
と
の

間
の
団
体
と
自
分
と
の
間
の
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
権
を
め
ぐ
る
問
題
で
争

わ
れ
た
例
は
日
本
で
は
な
い
こ
と
、

そ
も
そ
も
団
体
登
録
と
肖
像
権
が

リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

が
指
摘
さ
れ
、
プ
ロ
野
球
や
Ｊ
リ

ー
グ
の
統
一
契
約
書
を
例
示
し
つ

つ
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
は
団
体
に

属
す
る
の
か
、
個
人
に
属
す
る
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
菅
野
氏

の
考
察
が
示
さ
れ
た
。

質
疑
で
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題

の
本
質
の
所
在
や
手
続
上
の
問
題
、

契
約
の
有
効
性
、
代
理
交
渉
を
め

ぐ
る
課
題
、
紛
争
解
決
の
具
体
的

将
来
像
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
と
の
関
係
性
な
ど
に
つ

い
て
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。

（
文
責：

中
村
祐
司
）
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日
時：

平
成
十
一
年
七
月
二
四
日

（
土
）

場
所：

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
・

岸
記
念
体
育
館

出
席
理
事

濱
野
吉
生
、
小
笠
原
正
、

伊
藤
堯
、
菅
原
哲
朗
、
永
井
憲
一
、

森
川
貞
夫
、
佐
藤
千
春
、
山
田
二

郎
、
中
村
浩
爾
、
萩
原
金
美
、
諏

訪
伸
夫
、
坂
本
重
雄

出
席
監
事

池
井
優
、
日
野
一
男

委
任
状
提
出

奧
島
孝
康
、
井
上
洋

一
議
　
題

一
　
入
・
退
会
会
員
に
関
す
る
件

入
会
申
込
み
が
あ
り
承
認
を
し
た

会
員
は
次
の
一
名
で
あ
る
。

平
井
千
貴

二
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
に
関
す
る
件

伊
藤
堯
理
事
よ
り
状
況
説
明
が
な

さ
れ
た
。

三
　
年
報
第
七
号
（
予
定
）
に
関
す

る
件

四
　
第
七
回
大
会
開
催
準
備
に
関
す

る
件

以
下
の
通
り
、
承
認
決
定
さ
れ
た
。

日
　
程：

平
成
十
一
年
一
二
月
一

八
日
（
土
）

場
　
所：

早
稲
田
大
学
国
際
会
議

場

テ
ー
マ：

競
技
者
を
巡
る
法
律
問

題

五
　
年
報
第
六
号
進
捗
状
況
（
確
認

報
告
）
・
三
部
会
合
同
研
究
会
準

備
（
確
認
報
告
）
の
件

六
　
そ
の
他

（
一
）
会
計
処
理
に
つ
い
て
の
継
続
討

議
（
二
）
三
役
・
部
会
長
会
議
予
定

八
月
二
八
日
（
土
）
Ａ
Ｍ
十
時：

国
立
の
事
務
局
に
て

（
三
）
第
四
回
理
事
会
予
定

九
月
一
八
日
（
土
）
Ｐ
Ｍ
一
時：

早
稲
田
大
学
人
間
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
分
室

体
育
館

テ
ー
マ：

競
技
者
を
巡
る
法
律
問
題

四
　
研
究
組
織
変
更
に
関
す
る
件

従
前
の
研
究
体
制
と
し
て
は
、
事

故
部
会
（
山
田
二
郎
理
事
）、
実
定

法
部
会
（
永
井
憲
一
理
事
）、
固
有

法
部
会
（
萩
原
金
美
理
事
）
が
あ

っ
た
が
来
年
か
ら
は
、
機
構
改
革

を
し
た
上
で
、
三
部
会
制
か
ら
新

た
な
研
究
専
門
委
員
会
に
移
行
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。

な
お
、
実
定
法
部
会
と
し
て
は

研
究
を
終
え
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

五
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
に
関
す
る
件

総
合
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
よ
り
の
企

画
書
を
検
討
し
、
実
現
す
る
方
向

で
討
議
を
す
る
。

六
　
そ
の
他

（
一
）
年
報
六
号
の
進
行
状
況
が
報
告

さ
れ
た
。

（
二
）
会
計
処
理
に
つ
い
て
討
議
さ
れ

た
。

（
三
）
日
体
大
の
サ
ー
バ
ー
を
借
り
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

入
会
申
込
み
が
あ
り
承
認
を
し
た

会
員
は
次
の
五
名
で
あ
る
。

林
憲
雄
・
矢
澤
久
純
・
原
三
千

雄
・
前
田
憲
昭
・
小
野
陽
二

会
員
の
現
在
数
が
二
〇
六
人
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

二
　
第
七
回
大
会
開
催
準
備
に
関
す

る
件

日
　
程：

平
成
十
一
年
一
二
月
一

八
日
（
土
）

場
　
所：

早
稲
田
大
学
国
際
会
議

場

予
定
テ
ー
マ：

競
技
者
を
巡
る
法

律
問
題

予
定
基
調
講
演：

ド
ー
ピ
ン
グ
・

仲
裁
裁
判
所
を
め
ぐ
る
法
律
問

題：

川
原
貴
助
教
授
（
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
）
お
よ

び
安
全
配
慮
義
務
に
つ
い
て：

小

笠
原
正
（
東
亜
大
学
法
学
部
）
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
も
行
う
な
ど
。

三
　
夏
の
三
部
会
合
同
研
究
会
開
催

準
備
に
関
す
る
件

次
の
通
り
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

日
　
程：

平
成
十
一
年
七
月
二
四
日

（
土
）

場
　
所：

日
本
体
育
協
会
・
岸
記
念

一
九
九
九
年
　
第
三
回

理
事
会
議
事
要
録
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本
日
は
夏
の
三
部
会
合
同
研
究

会
が
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
の
で
、

短
時
間
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

九
月
十
四
日
に
左
記
の
通
り
、
日

本
学
術
会
議
会
員
推
薦
管
理
会
よ
り

日
本
ス
ポ
ー
ツ
法
学
会
が
登
録
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

第
18
期
日
本
学
術
会
議
会
員
の
選
出

に
係
る
学
術
研
究
団
体
の
登
録
申
請

の
結
果
に
つ
い
て
（
通
知
）

標
記
に
つ
い
て
、
本
会
に
お
け
る

審
査
の
結
果
、
貴
団
体
を
、
日
本
学

術
会
議
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
121
号
）

第
18
条
第
3
項
に
基
づ
き
登
録
し
た

の
で
、
学
術
研
究
団
体
の
登
録
に
関

す
る
規
則
（
昭
和
59
年
日
本
学
術
会

議
規
則
第
1
号
）
第
9
条
の
規
程
に

よ
り
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
登
録
事
項
の
う
ち
、
関
連

研
究
連
絡
委
員
会
名
及
び
構
成
員
数

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
関
連
研
究
連
絡
委
員
会
名

社
会
法
学

研
究
連
絡
委
員
会

基
礎
法
学

研
究
連
絡
委
員
会

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学

研
究
連
絡
委
員
会

２
　
構
成
員
数
（
学
術
研
究
従
事
者
）

141
名

一
九
九
九
年
　
第
四
回

理
事
会
議
事
要
録

日
時：

平
成
十
一
年
九
月
十
八
日

（
土
）

場
所：

早
稲
田
大
学
人
間
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
分
室

出
席
理
事
　
濱
野
吉
生
、
小
笠
原
正
、

伊
藤
堯
、
菅
原
哲
朗
、
山
田
二
郎
、

萩
原
金
美
、
井
上
洋
一

出
席
監
事
　
日
野
一
男

委
任
状
提
出
　
奧
島
孝
康
、
永
井
憲

一
、
森
川
貞
夫
、
佐
藤
千
春
、
中

村
浩
爾
、
諏
訪
伸
夫
、
坂
本
重
雄
、

池
井
優

議
　
題

一
　
入
・
退
会
会
員
に
関
す
る
件

入
会
申
し
込
み
が
あ
り
承
認
を
し

た
会
員
は
次
の
４
名
で
あ
る
。

吉
川
智
、
原
後
山
治
、
吉
岡
寛
、

菊
谷
秀
子

会
員
の
現
在
数
が
二
百
十
一
人
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

二
　
年
報
第
七
号
に
関
す
る
件

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
者
か
ら
、

英
文
版
を
求
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
英
文
の
サ
マ
リ
ー
を
つ
く

っ
て
欲
し
い
。
費
用
及
び
正
確
な

英
文
サ
マ
リ
ー
を
作
成
す
る
手
だ

て
の
確
保
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら

継
続
討
議
。

三
　
第
七
回
大
会
開
催
準
備
に
関
す

る
件

日
　
程：

平
成
十
一
年
十
二
月
十

八
日
（
土
）

場
　
所：

早
稲
田
大
学
国
際
会
議

場

テ
ー
マ：

競
技
者
を
巡
る
法
律
問

題

自
由
研
究
発
表
は
、
八
月
末
日
ま

で
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
七
名
に

つ
き
承
認
決
定
さ
れ
た
。
追
っ
て
、

許
諾
通
知
を
発
送
す
る
。

四
　
年
報
第
六
号
進
捗
状
況
（
確
認

報
告
）

五
　
ド
ー
ピ
ン
グ
講
演
会
（
ド
イ
ツ

語
）
共
催
に
関
す
る
件

日
　
程：

平
成
十
一
年
十
月
十
四

日
（
木
）

場
　
所：

早
稲
田
大
学

テ
ー
マ：

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド

ー
ピ
ン
グ
の
法
的
諸
問

題

講
　
師：

ア
ン
ジ
ェ
イ
・
Ｊ
・
シ

ュ
バ
ル
ツ
教
授

日
本
ス
ポ
ー
ツ
学
会
（
ス
ポ
ー
ツ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
の
共
催
を
承

認
決
定
さ
れ
た
。

当
日
は
、
伊
藤
前
会
長
が
挨
拶
を

し
、
報
告
ど
お
り
の
経
費
負
担
に

つ
い
て
了
承
さ
れ
た
。

六
　
そ
の
他

＊
会
計
報
告
に
つ
い
て
。

＊
名
簿
の
整
備
に
つ
い
て
。

＊
三
役
・
部
会
長
会
議
予
定；

十
月

二
日
（
土
）
Ａ
Ｍ
十
時；

国
立
の

事
務
局
に
て

＊
第
５
回
理
事
会
予
定；

十
月
十
六

日
（
土
）
Ｐ
Ｍ
四
時；

国
立
の
事

務
局
に
て


